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日本の看護は，昭和20年第二次世界大戦の終結を境に大きく変貌することになる。占領国日
本に対する連合軍総司令部（ GHQ）が行なった，国の全分野に亘る民主化政策は看護界にも
例外ではなく，日本国民の健康問題を重視してすすめられたその思いきった施策は，今日の日
本の看護の礎となったことは疑うべく もない。日本の看護界にとってそれは，大きな恩恵であっ
たということカfできる。
戦前私は，キリスト教宣教の歴史を継ぐアメ リカの看護教育を受け，そして，戦後GHQ‘の
占領政策による看護の実践を続けることになった。
日本に於ける看護の推移の一端と，その過程に多少の関わりをもった私の看護観とささやか
な実践を，与えられたこの機会にいささか綴ってみたいと思った次第である。
E 変遷の道
1.戦前の日本の看護
(1) 日本の看護発祥の地「築地明石町J
過日，私は1冊の本を贈られた。 「築地明石町今昔」という，、北川千秋著，聖路加国際病院
礼拝堂委員会発行によるものである。「なつかしい明石町の歴史をよみなさい」 との一言を付
しての，聖路加看護大学に現職の友人からであった。早速ページをくりながら，私は昔4年間
も明石町で過ごしながら，この地の歴史を殆ど知ることのなかった自らを配、じつつ，次々と出
会う新たなる発見に胸の高鳴る感動をおぼえている。
築地明石町界隈は史蹟に溢れたところなのである。はじめ外人居留地から，明治の後半になっ
て明石町と呼ばれるようになり，東京洋風化の源泉として 「エキゾチック」な匂いをただよわ
せていたという。
ここは，立教大学，立教女学院，その他多くのミッション ・スクール発祥の地であり， 文，
蘭学発祥の地でもあった。慶応義塾も最初はここにあったという。 いわば当時の文教の中心地
であったのである。
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そうしたこの地に，宣教医師 ドクター・トイスラーは，聖路加病院と聖路加看護婦養成所を
聞いたのである。
日本で最初の看護学校は，明治初年に来日した宣教師ジョン・パラ夫人が，日本には病人の
看護をする看護婦が居ないことを知り，先ず日本に看護学校を設けることを考えたという。そ
してこの仕事を実際に実現させたのがツル一女史で，明治19年に桜井女学校の中にキリスト教
看護婦養成所を開設している（当時の日本には看護という職業はあったが， それに携わってい
るものは世間一般の認識では医師の召使いのような感じであったという）。 その他に， リード
女史による慈恵病院の養成所などがあり，これらはみなキリスト教の精神に基づく，優れた見
識と，隣人愛に満ちた看護婦の養成を目的とし， 教育は全て英語でなされていたという。その
後，赤十字社，官公立の大学病院にも聞かれるようになった。
ドクター・卜イスラーは，明治33年に来日， 35年に看護婦養成所をはじめた。 米国留学から
帰国した忘木いよ女史を婦長に迎えて，病院の看護管理と看護婦の養成にあたらせ，女学校卒
の子女を2年間アメ リカ式の看護教育をして，教養ある優れた看護婦を育成しようとしたので
ある。これが現在の聖路加看護大学の母体となった。聖路加同窓会員名簿には名誉会員として
今も女史の名が残されている。
(2）看護との出会い
大正7年1月3日， 東北の城下町円ム前」に私は生まれた。女学校を卒業するまでずっとこ
こで、育っている。幼児期にはメソジス ト系の幼稚園に通い，女学校も同じ系統で5年制のミッ
ション・スクールであったから，いつしかキリスト教の影響を受けて成長し，決して熱烈な信
者とはいえないけれども根底にはその思想を持って，今まで生きた来たように思っている。
当時は，周囲から一寸奇異に見られたかも知れない，東京の看護学校への進学を強くすすめ
たのは女学校の担任の先生であったが，その看護学校と母体病院をもよく知る校長のミス ・
カーチスも，私に適した学校であることを強調して，両親をも説得した。私自身は先生の説明
を聞くうちに，なにか素敵な学校のように思えてきたのである。
看護とは一体なんなのか，看護婦の勉強とはどんなものなのか， 一切の予備知識もなく， な
んとなくいつもゆったりムードの田舎娘は父に連れられて，遠い， 遠い，東京へと旅立ってい
くことになる。そして築地明石町での4年間の生活が始まるわけである。
輝くような美しい建物と空間，さまざまな外人が行き交い，白衣のドクターやナ スーたちが
忙しく，しかし静かに活動している。冷厳な医療の世界を包んでいる優雅さとはなやぎさえ感
じさせる不思議なところ，そんな環境の中で，私は初めて看護に出会い，そしてそれを学ぶこ
とになるのである。
予科期を過ぎ，本科生となってからの臨床実習や，4年目になって公衆衛生看護コースの選
択と家庭訪問の実習等々を履修していくうちに，あの頼りなげな l人の看護学生は，その教育
の中で確実に育ち，それを生涯の職業とするほどになったことを思うとき「教育の偉力」のよ
うなものを感じてしまうのである。
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(3）聖路加国際病院と聖路加女子専門学校
「築地明石町今昔」によると，トイスラ一院長は募金のために何度となく米国との聞を往復
し，大変な苦労を重ねてあの医療と看護の白亜の殿堂を建てられたというが，私達学生にとっ
ては只々豊かで， 素敵な病院であった。 “ここはまるで天国のようだ”とつぶやいた患者さん
がいたが，確かにそんな安らぎのあるムードに満ちていた。 聖路加の象徴ともいうべき金の十
字架を頂いた高い塔は夜には点灯されて星の夜空に一層美しく輝いた。
ドクター・トイスラーは1933年，本館を完成させたが，そこにはこの言葉が刻まれている。
ST. LUKES INTERNATIONAL MEDICAL CENTER 
dedicated to 
THE GLORY OF GOD 
AND THE SERVICE OF HUMANITY 
「神の栄光と人類奉仕のために」
この言葉は，聖路加病院の常にあるべき姿を示している。
私の在学期間は，昭和11年から14年までの4年間であったので，病院も学校もまだ真新しく，
色調や空間の美しくゆったりとした各室の様が今も目に浮かぶ。建築資材は全て米国から輸送
されてきたものとか。そのころまだ完成していなかった一部外来は， 道路をはさんで旧館が使
用されていた。
2階から 6階までの病棟は各科の病室とその付属室であったが，今思うとそのころは大方3
つのセクションに分けられていたようだ。一流ホテルのようなスペシャルクラス，一般利用者
のためのジェネラルクラス，それに常に普遍的医療サービスが実践されていたので、イ経済的に
恵まれない方々のためのベッドはいつも用意されており，チャリティセクションと呼ん‘でいた。
2つの病室に多分20ベッド位あったように記憶している。私共学生の実習はジェネラルセク
ション，チャリティセクションが主だったが，上級生になるとスペシャルセクションの方にも
組まれることがあり，ここには外人や有名人の入院が多いので，私などはなるべく配置されな
いことを願っていた。こう したクラスの特質はあったが，全セクションの医療や看護の内容に
ついての区別は全くなかった。
家族のためのホテル・セクショ ン等もあり，あれほどゆとりのあったこの病院も，現代の医
療の実情には対応できなくなったという。 また，建物自体の老旧化もあり，数年前から新病院
建設計画が進められていると聞いている。
トイスラ一院長は最初，明治37年女学校卒2年間の教育をしたが，その後進歩する医療が充
分に行なわれるためには優秀な看護婦の協力が必要であることを痛感し，大正9年に「聖路加
病院付属高等看護学校」を設立した。昭和2年には更に専門学校としての認可を得たが，その
後戦禍の中で校名は 「興建女子専門学校」と改められ，戦後10年余を経て， 29年に再び「聖路
加短期大学」となった。 39年には聖路加看護大学，55年には大学院を設置，今日に至った。そ
して今，博士過程設置のための準備をすすめでいる。
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(4）看護を学ぶ
周知のように看護学校教育は， 1860年，フロレンス・ナイチンゲール女史が聖トーマス病院
に開設した学校が始まりで，各国の看護の先人達がここで学び，それを本国に持ちかえって発
展させたのであったが，その国々のさまざまな事情によって，それが大きく活かされた固とそ
うではない固とになった。アメリカはそれが最も大きく活かされた国であった。当時のアメリ
カはまだ若く，極めて柔軟性に富み国民の幸せにつながることは進んで取り入れる姿勢の中で，
「看護」を人々の健康問題に関わる重要なテーマと して，国の施策の中でその推進が図られて
いったため，看護事業は目ざましい発展を続け，終には学んで来た英国をしのいで，アメリカ
は世界に於ける看護の先進国として他国をリードする状態となった。したがってまだ看護のな
い日本に，「将来の日本の看護を担う優れたリーダーの育成を」との高い理想のもとに，世界
で最も高い水準の内容と立派な教育者を伴って，聖路加の看護教育は始められたといえる。
私の学んだころもまだ，看護に関する講義は全て英語であったが，留学帰りの卒業生が通訳
についてくれていたので幸いであった。 初期のころは通訳なしだったそうで，それはそれは大
変だったとか。そのかわり英語はよく覚えた，と大先輩から聞いている。
当時はまだ看護関係の教科書等はなにもなかったので，全部筆記をしなければならず，夜の
ノート整理が苦労であったことが思い出される。講義も，実習も，生活も，全てに厳しかった
あの4年間の 「ルカ時代（私共はこういっている)Jは，私にとっての何にもまさる財産となっ
た。その思い出の一つ一つは私の人生の中では宝石のような価値を持つのである。
「時聞を守るJことについては極めて厳しかった。1日のスケジュールをきちんきちんと終
らせていく訓練がいつしか身につくまでの日々 の緊張感は大変なものであった。起床，自室の
掃除，食事，礼拝， 7時の実習開始，こんな忙しさも－＿§＿リズムにのせてしまうと，苦痛には
感じなくなった。この病院は全て患者中心に運営されていたので，勤務時聞は7時一7時， そ
の間交替で中間のオフ（ of）をとるという勤務表になっていた。朝，タの患者さんが最も生
活援助を必要とする時に充分な看護力があるようにとの配慮からで，学生の実習も全く一般の
看護婦と同じであったので，遅刻などということは絶対に許されなかった。
時間のことでは苦い思い出がある。毎年ク リスマス礼拝の聖歌隊は，教師，卒業生，学生か
ら選ばれて，12月に入ると決められた日の昼休みに旧館のチャペルで練習が進んでいた。
私も参加していたが，何回目かにほんの一寸遅刻してしまった。午前中の実習の疲れで・つい
ベッドに横になり，うっかり眠ってしまったのである。はっととび起き，急いでチャペルの前
まで行くともう歌声は聞こえてくる。見ると校長のミセス ・セント・ジョ ンが入口の前に立っ
て居られる。こわい顔をしている。「帰りなさい，あなたはもう必要ありません。」 そして， 終
に私はもう聖歌隊には入れてもらえなかった。 1人のメンバーを失っても，時間を守ることの
厳しさを身にしみて体験させることの方を，学生のためにジョン先生は選択されたのであろう。
「この次からはだめですよjとか 「今度だけはjというようなことは， 決してなかったので
ある。この意味がよく理解出来たのは，自分が看護教師になり，看護管理をする立場になった
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時であったが，併し私自身は， 学生や看護婦に対してそこまで決然とした処置はどうしてもと
れなかったように思う。私だけでなく多分日本人の大方はそうではないかと思われるのである
カf。
当時この学校は学生の定数というものはなかったのであろうか。同窓会員の名簿をみると，
その年によって多かったり少なかったりパラパラである。おそらく，入学して卒業までの退学
者の人数にによるものかも知れない。1940年卒，私のクラスは卒業11人。入学時の約三上位になっ
てしまった。臨床実習中の適性を欠くミスは即刻退学につながった。いろいろな面から，看護
婦として不適， と学校が判断した場合は，容赦なく退学をさせた。このことは 「望ましいナー
スの育成」を目して，人数には関係なく守られた学校の姿勢であり，夢であったのかも知れな
い。思うに極めて費沢な教育であったともいえる。大方は1年の夏休み中に「帰校に及ばず」
という手紙が保護者に出されるとか，確たることは知らなし1。また自分からやめてしまう人も
多く，まだ言葉も突わさないままいつしか居なかったり した。半年の予科期が終わると漸く，
クラスの数も雰囲気も安定したが，キャッピング（戴帽式）が済み，臨床実習が始まってから
もボツボツとクラスメー卜は減っていった。そして遂に11名になってしまった。
当時は勿論，全寮制で丁度ツインのホテルのようであった。寮は男子禁制で親でも特別の日
以外は一階の面会室が使われだ。父も私の室に入ったのは入学式と卒業式の日だけであった。
入学式の日が入寮であったが，その晩は寮生活についてほんとに細やかに舎監先生からのオリ
エンテーションを受けた。全てが洋式であるから物珍らしくもあり， 不安でもあり，感覚的に
しっくりしないこともあったりで，そんな日常生活を何気なくしている上級生を見ると， とて
も立派で堂々としていて，早くああなりたいと思ったものであった。
ベッ ドの整頓の仕方，カーテンの開け閉めについて （開く間隔のとり方），夜廊下へ出る時
のマナー，食堂へ下りる時のマナー，話し声や歩き方等々で，怠ると何度でも注意を受けた。
室に呼ばれたり， 室内に指摘のメモが入っていたりした。 廊下ですれちがう時でも， ジョン先
生の鋭い目は何かを発見して注意を受けたものである。ユニホームのしわ， 靴の汚れ， ヘヤー
ネットをしているか，姿勢など，このようにしていつしか，ナースの日常生活のあり方が身に
つく ように鍛えられたのであろう。この寮も聖路加看護大学を設置して程なく全廃になったと
か，残念なことである。 あの寮生活がその後の私の基盤となったことを信じて疑わないからで
ある。
こんな厳しいなかで， 学生達は意外にのびやかで大らかであったのは，聖ルカの全ての人達
に愛され，大切に扱われて，自分達は大事な存在なのだ，という気持ちがあったからであろう
か。上級生はみな優しかった。 臨床場の先輩達は，いつも温かく親切な指導者であった。学校
の先生方も，折々に普段の厳しさにはみられない， それぞれの個性のある愛情表現で私共を包
んでくれた。グループでハイキングに出かける許可を受けに行くと，ジョ ン先生は気安くオー
ケーの返事と，ランチの用意をしてくれるのが常であった。病院の調理室に指示し，当日の朝
人数分のおベんとうがちゃんと準備されている。それはいつも，とても豪華なものであったこ
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とを思い出す （サンドイツチに果物，クッキー，飲物など）。聖ルカでは，学校はとても大切
な存在で，ジョ ン先生の指示は絶対であったように感じられた。病院は学校の附属病院なのだ
と私共は思ったりしていた。主事のミス・ホワイ 卜はジョン先生のように威厳に満ちた風格で
はなかったけれども，とても親しみ易いムードがあった。 何かクラスで決める必要があった時
など，学生の中に入ってワイ ワイ話し合ったりした。 1年の終わりごろに私にも挫折のときが
あった。落ちこんでいる私の両肩を抱きよせて，オデコに 「キスJをしてくれた， あの愛を私
は忘れられない。1年時， 160時間もの 「看護学と実習」 を担当するミス ・ピータースはとて
も長身でスマー卜であった。大きな水色の目をクルクル動かしながら，学生の実習や記録を点
検してまわっていたが， 1年生はまるで自分の専有物でもあるかのように， 1人1人への配慮
が常に細やかであった。健康上の小さな故障でもできると， すぐさ ま外来に連れてゆき，「ド
クター，マイ スチューデン 卜 ミス．だれだれ，よろしく」といって診療を依頼してくれた。
私共は，「マイ ヤング レディ」と，いかにもいとおしげに呼ばれたものであった。
病院の医師と看護婦との関係は， ドクター ・トイスラーの最初の方針がそのまま受け継がれ
て，信頼と尊敬による協力態勢がしっかり と成立していたようである。医師の看護婦に対する
態度はとても丁寧であったし，私共学生に対してもそうであった。院長先生でも私共より先に
エレベーターにのることはなく ，国際病院であったので，それは極く日常のマナーであったわ
けである。
2年生になるとミス・ピータースの保護は完全に新1年生に移り，一挙に自主的訓練を受け
ることになるのである。 そして 3年生になると，もう病院看護の主力ともなって，チーフのア
シスタントや下級生の指導の訓練などを課せられた。 4年生になると，先にも記したように2
つのコース（臨床看護と公衆衛生看護）のうちから自身で選択でき，臨床のコースをとったも
のは管理の勉強も して，個人の能力によっては卒業してすぐチーフの立場につく人もいた。私
は公衆衛生のコースをとったので，ユニフォームも白とブルーのス トライ ブのワンピースに
ギャザーをいっぱいよせてふく らませた白のスカー 卜，それに胸当てをつけた可愛らしいもの
から， 一挙に大人らしく見えるブラウンのワンピースにかわり，1年間の公衆衛生看護の教育
を受けることになった。 大正14年に来日 したミス ・ヌ ノは，聖路加病院に勤務して日本の公衆
衛生看護事業の推進と，その核となる看護婦の教育に力を注いで居られた。私共も直接或いは
間接的に指導を受けた。
聖路加病院ではすでに大正12年に母子の保健指導を中心と して訪問看護事業を始めており，
大正14年にはスクール・クリニックを開始，またこの年に文部省に学校看護婦を派遣している。
今の養護教諭の歴史の始まりである。
昭和8年には神奈川県下の農漁村の公衆衛生看護活動を開始し， 当時の朝日新聞は，「美し
い看護婦さんの家庭訪問は村民の憧れである」，と報じたという。また工場の活動も始め， 工
場従業員の健康管理や安全教育，急救処置にたずさわった。
昭和10年になって，これら聖路加病院公衆衛生看護婦の事業が東京市に移管されることにな
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り，東京市特別衛生地区保健館として，聖路加病院に隣接して開設された。そしてここには聖
路加の公衆衛生看護婦24名が市の職員として採用され，聖路加の公衆衛生看護事業部には， ミ
ス・ヌノ他2～ 3名の主たる先生方が残って学生の指導にあたった。こうした経過の中で私共
は公衆衛生看護を学んだのであるが，病院の方では充分基礎を学び実習は保健館に行って行な
い，而も指導者はみな先輩という恵まれた条件の中での充ち足りた実習であった。実習といっ
ても後半からは殆ど一人前の保健婦としての活動であった。服装も先生も先輩も学生もみな同
じであった。毎日毎日，家庭訪問，帰っては日誌と個人票の整理と続いた。私共の受持ち区域
は学校から近い月島，佃島が大方であったのでボンボン蒸気船にも随分お世話になった。佃煮
の臭いが漂うこの島が大好きになって夜の縁日にまで出掛けたりした。アメリカから運ばれ，
こうして蒔かれた公衆衛生看護の種は確実に花を咲かせ実を結んだといってよい。そうしてそ
の実がまた種となって，戦後日本の各地にまかれたのである。
(5）卒業と就職
「1940年のクラス」と私共はいう。昭和15年11名のクラスは卒業の日を迎えた。この日，ミ
セス・セント・ジョンは，私共l人l人にスイートピーの花束を校長室の前に準備して居られ
た。その朝，突然のうれしい贈り物であった。それは一色でこんもりと束ねられていて胸に抱
くのに適当な大きさであった。ジョン先生は，代表者のMさんに“ミス・M，あなた一番先に
おとりなさい”と言って優しくほほえんだ。私共の初めて見る，それはそれは温かなほほえみ
だったような気がする。 Mさんは一寸はにかみながら，真紅の一つをとって胸に抱いてみせた。
「ステキ」，皆はそう言いながら，もうそれぞれに好きな色の方へ手がのびている。こんな時やっ
ぱり私は遅い。ピンクやブルー，自など消えて，あとに一つ残されたバイオレッ卜，私の好き
な色である。私達は一列に並び，両膝を一寸折って感謝の言葉を述べた。
厳しく，温かく，そして豊かに育成された「ルカ時代」 4年間の思い出は今も新しい。
輝かし金の十字架 みさとしはかしこにぞあり
いさ友よ 心みがかん公にっかえまつりて
美しく はげしく生きん
校歌の一節である。毎朝，チャペルでひざまずき，礼拝を守る生活の中で，学生ではあって
も病院で果たすべき役割を担うことが十字架のみさとしであり，そして美しく，はげしく生き
ることの意味を「アート」（ art ）として学んだ「看護」に見出していこうとした，そうした
信念のようなものが私の生き方に強くはたらいたような気がする。
4年目に臨床看護のコースを選んだ人達は聖路加病院に就職し，公衆衛生看護のコースを
とった者達は病院外のさまざまな方向へ散った。出身女学校の教師 （生理衛生）になったのは
2名，出身地ハワイへ帰ったもの，保健婦活動に入ったものなど。私は，当時の蒙古聯合自治
政府内部衛生課に採用が決まり， 4月に渡蒙した。政府のある張家口は快い陽春の候で政府と
地つづきの太平公園は杏の花ざかりであった。昼休みになると職員達は三三五五散歩を楽しむ
風景はいかにものどかであった。
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ここでの仕事は主として診療室の管理をしながら衛生課の計画的な活動に参加した。軍人や
警察官と一緒に行なう予防接種，政府の職員は勿論，学校や事業体をまわったり，また「徳王
府」は私の担当であったが，徳王さんは自ら率先して腕を出して注射を受けられて，府の職員
達に範を示されていた。時には警察学校に包帯法の指導に出向いたりした。 また政府の大きな
仕事として，辺地に診療所を開設することを衛生課では進めていたが，日本人医師l名と現地
人の看護婦2名を配置し，私はその現地人看護婦の指導に出張することもあった。張家口から
西へ約5キロ， 当時の大陸鉄道の終着点「包頭」へ1ヶ月位も泊っていたことがある。一軒の
日本人旅館と雑貨屋さんがあったが，通りの所々には銃を構えた兵士が立ち，人通りも殆どな
い寂実とした「まち」であった。私は前夜一泊した日本人旅館（ここには主としてこれから奥
地へ向かう，或いは本隊に帰る軍人や警察官が泊っていた） を出て， 一人道順のメモを見なが
ら診療所の方向へ歩いて行く，支那服は着ていても明らかに日本女性とわかる私に，銃を持つ
兵士の人なつかしげな視線が一瞬向けられたように感じて，軽く会釈を返しなおも歩いて行く。
ふと，なにか音楽が聞こえたような気がした。おもちゃの交響曲のようだ。音はだんだんと高
くなって，それは正しく雑貨屋さんが流している，ハイ ドンの 卜イ・ シンフォニーであった。
あの明るくさわやかなる旋律が，早朝のこの「まち」に流れていることに心をなごませながら
も，それがいかにも唐突で場ちがいに思われたことが，半世紀近くも経た今になってなぜかな
お鮮明に思い出されてくるのである。
蒙彊の地は住みよいところであった。街はまだ不潔であったが，興味深いものが多く，仕事
にも変化があり満足できた。私生活でも意外にはなやかな社交もあった。日本人キリスト教会
での日曜学校の先生や女子青年部の奉仕活動もあった。
私はここで保健活動に関わりながら，永く住みつくつもりであったので，敗戦による引揚げ
は残念であった。
2.戦後の日本の看護
(1）連合軍総司令部（ GHQ）の活動開始
戦後の日本は全てが混沌としていたが，その中でGHQの機能は各方面に向けていち早く計
画的に始められていったようだ。 20年にはもう「公衆衛生福祉局」が発足して，日本国民の健
康と福祉に関する全てがここでとり しきられることになっていた。 21年になってここに看護課
が設置され，ミス ・オル卜課長他9名の米人看護婦が来日，日本人通訳5名を加えて活動が開
始されたが，その活動に最初から接触して，戦後日本の看護の変革に大きく関わった看護婦の
殆どが聖路加看護学校の出身であった。
日本の看護はアメ リカより少なくとも100年は遅れている，とオルト課長は評したというが，
GHQ看護課は 「教育担当」「現場担当」と大まかに二手に分かれて活動に着手し，基礎資料
のない困難ななかで，とにもかくにも日本の看護事情の把握を急いだのであった。一体， ①日
本にはどれほどの看護婦がいるのか，②その教育背景はどうなっているのか，③どのような業
務をしているのか。
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その結果， GHQ看護課の目に映った，当時の日本の病院看護の問題点としてあげられた事
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① 日本の看護婦は，看護本来の仕事があることを知らない。また，婦長は居るけれども，
自分がその病棟なり外来なりの責任者であることを知らないのではないか（医師の助手のよう
だ）。
②夜勤看護婦が居ないのはどういうわけなのか （当直制と称して眠っている）。
③ 患者の家族が付き添って看護している（食事を作り，洗濯をし，そこに寝て子供をそこ
から学校に通わせている）。
④病院の機構も各科がそれぞれに，検査室，手術室，薬局，消毒設備を持っている。
等の指摘であった（家族の誰かが入院となると，リヤカーに必要物品を一式積んで行った情景
が，私共世代のものには思いおこされる）。
(2）変革への指導とそのポイン 卜
GHQ看護課の実地調査はほぼ21年いっぱいまで続いたが， その一方では変革の動きも始
まっていた。変革のポイントは，
①行政組織のなかに看護を独立させること （看護は看護婦が管理運営すべきで，そのため
には国の行政のレベルでその体制をととのえる必要がある）。
②看護教育の制度を整備してその水準を高める（そのためには現在の 「産婆規則」「看護
婦規則J「保健婦規則」に変わる法律を新たに制定する必要がある）。
③全国的な看護の職能団体の設立を助成する必要がある。
こうした， GHQの強い指導 （恐らく命令であったと思う）によって，日本の看護行政の確
立が可能となり，保健婦助産婦看護婦法が制定された。そして， 22年に発足した「日本看護協
会」は今年で設立40周年の記念すべき年を迎えて，会員30余万（笑動数60余万） を擁し，看護
事業の推進に一層の努力を続けている。
(3）新しい制度を生み出す一方で，現状を改善するための企画も進められていった。
①現任者の再教育
総婦長のための「管理者研修会」， 婦長，主任のための 「幹部看護婦研修会」「看護学校専任
教員研修会J等。
②看護教育のモデルスクールの運営
「東京模範看護院」
当時，日本にあった，只2つの高等看護学校， 「日赤」と 「聖路加Jを一緒にして短期間で
はあったが行なわれた。
これより先，21年3月には， 日米合同の 「看護教育審議会jが発足して，日本の看護教育の
レベルアップと日本の看護の自立のための立法化について協議されている。
このようにして，昭和20年代の日本の看護界は急速にその形が整えられていく ことになるの
である。
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③ 看護学校の設置
昭和22年，全国17ヶ所に国立病院付属高等看護学院が設置され，戦後日本の高等看護教育の
トップランナー となった。
(4) 日本の看護行政の確立と活動
昭和22年， 先の GHQの指導に従って，厚生省内に看護課が設置され，看護行政の確立をみ
ることになった。そして，
① 看護婦の国家試験の制定
② 保健婦助産婦看護婦法の制定等，我国看護の根幹が明らかとなったのである。
この制度によって看護業務が法的に明示されたことになり，「看護婦が自主的に患者中心の
看護をするJ「看護の責任体制を明らかにするJ「看護婦の手による看護教育をする」。これら
の実践が期待されたのである。昭和25年には，さらに「施設における看護組織の確立に関する
通達」が厚生省より出され，それは「総婦長制jの実施とそれに伴う「責任体制」 と「権限」
を意味したものであったが，当時の状況の中でのこのことの実現は非常に困難なものであった。
まだ戦前の体質そのままの施設全体の認識，加えて看護者自身の資質の問題が大きくあったと
思う。
③ 准看護婦制度の問題
昭和26年には，准看護婦制度ができ看護力の不足を補うことになるが，中卒2年の教育はそ
の後，高い質の看護の求められる時代となり，日本看護協会はこの制度の廃止を30年の終わり
ごろから強く主張し，運動も起こしてきている。 60年3月には看護婦制度検討会が発足して，
各分野に渡たる委員の意見をまとめ， 62年4月に厚生省にその報告書を提出した。この中でも
日本医師会は，准看制度廃止には強く反対し，一貫してその姿勢をとり続けてきている。併し，
医師会立以外の准看護婦養成所の概ねは正看養成所に切り替えられてきている。
昭和27年，日米講和条約成立まで7年間にわたって，日本の政治，文化，経済はGHQの指
示下にあったわけで，その後の目ざましい復興の中で看護もまた，日本における近代看護を目
指して幹部達はせきたてられるような努力の連続であったように思う。中央で学んできたわず
かな幹部はこれを地方に帰って伝達し，地方で学んだものは施設へ帰って伝達するというふう
に，あるべき姿の看護をとらえるのに，日本の看護界は必死であった。そして，今，昭和20年
GHQ看護課から，100年遅れていると評された日本の看護が， 半世紀をも待たずして諸国の
トップレベルにあることは，世界の看護界が認めるところであろう。アメリカの援助と指導の
中で成長し，自立した今は日本文化に根ざした独自の看護を発展させつつあるが，それは決し
て他に劣るものではない。むしろ，日本の看護はすでに世界を リー ドしはじめているといって
よい。しかし，アメリカは常に新たな発想と，その実践の試みに於いて世界の先進国としての
地位を確立していることは言うまでもない。日本は今なお多くを学んで、いる。
3.今日の看護への過程と私の関わり
日本の看護の今日の発展は， その教育のレベルアッフ，また職業に対する評価等，まだ不充
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分ながらも少しずつ進めてきた国の施策によることは言うまでもないが，一方，日本看護協会
が弛まず継続して行なって来た，現任者に対する教育事業に負うところがまことに大きいと言
わなければならない。本部，支部，地区，そして施設内でというふうに今では系統的に行なわ
れるようになってきている。逐次高まる会員の学習ニーズに基づく卒後教育を充実させていく
ことによって，地域住民への看護サービスを図ろうとするものである。
(1）各時代の特徴
そんな中で，日本の看護は確実に成長してきたわけであるが，それは，その時々の特色を示
す時代を積み重ねながらきたように思われる。その積み重ねを追いながら，戦後の過程をたどっ
てみたいと思う。
戦後の日本の看護を，私は10年を 1時代と画して次のように位置づけている。
20年代：「アメリカの占領政策によって，日本の看護の枠組みが作られた時代」
30年代：「日本の看護の自立の芽生えと育成の時代」
40年代：「看護が専門職であることの認識とその確立へ向けての努力の時代J
50年代：「看護に対する社会の拡大ニーズへの対応に迫られて来た時代」
① 20年代は「お仕着せJの時代と言ってもよし1。折角準備された着物も着こなせなかった。
GHQ看護課は，あまりにも立ち遅れている日本の看護をなんとか早く育てたいとの熱意から，
立派な入れ物を次々と準備してくれたのである。しかし，残念なことにそれに入ってくれる中
昧がなかった。中央の管理者研修会に出席した全国の国公立病院総婦長の中には， 受けた講義
の内容が充分理解出来ないまま，傷心の思いで帰任した，という裏話も聞いている。こう した
なかにも， 22年国立の高等看護学院は発足し，また26年の准看護婦制度の制定とともに国公立
は勿論，大きな事業体の中にも続々と准看護婦の養成が始められていった。そこで，これらの
教育にあたる専任教員，そして臨床実習指導を受け持つ幹部看護婦達は，その任を果たしてい
くに必要な講習を受けての大変な努力であった。しかし，20年も終わり頃になると，与えられ
た入れ物にもようやくなじめる状況がいつかできてきていたようである。
② 30年代は，日本の看護界になにか変化が起こった時代であった。20年代前半の右往左往
の状態から，後半になると看護婦達は漸く 「看護Jと 「看護教育」について考えていけるよう
になり，30年代に入ると，それらを看護婦自身のものとして発展させていこうとする気運が徐々
に盛りあがって来たように思う。私は30年から准看護婦養成の仕事に関わることになり，これ
を33年には北海道で最初の「進学コース」（准看護婦から看護婦へのコー ス）へ移行させて，
教務主任として高い理想を秘めてその教育に当った。36年には総婦長職への異動で，今度は学
生の実習受け入れの立場での努力であったが，諸般の事情で，37年から42年まで教務主任を兼
務した。
この年代は全国的にもそうであったが，北海道では最もたくさんの高等看護学院が開設され
た。私は， 35年から「保健婦助産婦看護婦審議員」 として，厚生省から委嘱されていたので，
開設校の審査に出向いていたが「国立療養所北海道第一病院附属看護学校」「函館厚生病院看
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護学院J「苫小牧市立病院附属高等看護学院」「北海道社会保険高等看護学院」「北海道立衛生
学院」「砂川市立病院附属高等看護学院」「市立旭川病院附属高等看護学校」等の審査に当った。
これらの学校が厚生省の認可を早くとれるよう，なんとかよい報告書にしようと言葉や文章
に苦心したことが思い出される。これらの学校の卒業生が，今はその学校，そして病院を支え
ている時代となっているのである。
この時代の総婦長達はみな，病院内での看護部門の確立が目標であったと思う。そのために
は，看護婦の自立こそが前提であり，看護婦1人l人のその認識が必要であったので，専門的
知識，技術に合わせて，職業人としての姿勢，組織の中での活動についてなど，極めて基本的
なことの教育が早急にされなければならなかった。
私は総婦長に就任すると，まず朝礼から始めた。強制はしなかったが，できるだけ出てほし
いと話した。「時間的ゆとりを持って出勤すること」「整容」（白衣やキャップ，靴がきちんと
しているか） 「挨拶」 等，このようなことが私の狙いであったが，その上に何か一言，その朝
の感想を述べ，それでは今日も患者さんのためによい勤務をと言って，短い時聞を終わってい
た。私にしてみれば，看護学校の方で何年間もしていたことで，何の苦痛もなかったが，看護
婦聞ではこれがとても悪評のようであったので， 1年位で中止してしまった。また，週間目標
を作って，これを各看護婦室や外来に掲げて，お互いに努力し合った。この 「標語の掲示」に
関しては，「市立江別総合病院看護部」に，今なお生きているようである。しかし，今は年間
の目標に変ったという。ちなみに，62年度の目標は，「私の言動を患者さんがどう受けとめた
かに心を配ろう」「申し送りをふりかえってみようJ「患者さんの環境にめをむけよう」になっ
ていることを，送られてきた看護部報で知った。No.178の部報である。私が退職してからも 1
人， 2人， 3人目の看護部長の代になって，まだ毎月かかさず発行している，その実践力に敬
服し，感動をおぼえるのである。
看護はこんなかたちをとりながらも，着実に近代化の道を進んできていたが，併し看護とこ
の職業の価値との認識を看護婦1人l人の中により深めて，看護サービスの高揚につなげるた
めには，継続的， 系統的な卒後教育がなされなければならないことは必須の条件であった。
③ 40年代は，日本の看護界の大きな飛躍の時代といってよい。
30年代に内部で培い， 育った力が漸く外部へ向けての活動としても働くことになったのであ
る。 まず，40年早々に，その年の通常総会後，「日本看護協会基本姿勢Jとして，看護界の現
状と将来へ向けての協会の方向を社会に対して示している。これは，現在看護の持つ諸々の問
題についての検討とそれら改善についての，会員の意思統ーによってまとめられたものである。
教育制度に関するものが最重要事項としてあげられ， 基礎教育を高卒とすること （准看護婦制
度の廃止），看護教育は全て教育基本法第一条にのせること，将来は全て大学教育とすること等，
高い水準の教育によらなければ看護の役割は充分果たせないことを主張し，また専門職能にふ
さわしい処遇の改善，労働条件等についても示している。こう したことによって，看護に対す
る社会の理解と同意を求めつつ，他方，国会への陳情や要望を継続的に続けての政治的改善へ
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の努力が，不充分ながらも徐々に結んできているように思う。
40年代の看護界は正に科学志向一辺倒の時代でもあった。「Nursing （看護）」を出来るだ
け早く 「NursingScience （看護学）」に確立したいという切望があったのである。
この頃，看護協会はその年の目標を会員から募った標語で決め，膨大な組織の意志統ーへの
努力を重ねていた。伺気なくこの年は私も応募してみた。 「看護する心を活かす科学性Jスラ
スラと苦もなく浮かんだ言葉である。“看護とは心と科学で、あります”と学生にはいつも話し，
また外来や病棟の中で科学的部分の欠徐が今一つ気になっていた時だったからでもあろうか。
この標語が採用となり， ステッカーになって日本国中各病院のアチコチに， 1年間貼られるこ
とになった。日本の「科学する看護」 のために，小さな役割を果たさせていただいたことになっ
たのかも知れない。
さて，前に記したように，看護婦の専門職能人としての意識が急速に高まり，それにふさわ
しくなるための研修意欲はますます強くなってきた。 30年代にはまだ外部の研修には説得して
出てもらうのに苦労したが，全く逆になり， そのことを誇りに思い，進んで参加するようになっ
た。そして，また各科の婦長は自分の部所から出してほしいと望むようになったので，婦長会
で調整しながら， 公平に研修予算を使うようにした。そのうちに，旅費などいらないからと，
参加したい研修には休暇をとり，自費で出掛けるようにさえなって来た。このような会員の学
習ニーズへの対応と，一方現代社会の中で益々拡大増加してくる，人々の看護へのニーズに対
応するための教育の必要から，日本看護協会は教育事業を最優先した年間事業計画を作り， 会
員の拠出金でできた研修会館はフルに活用される状態になった。各地方の支部もまた，本部の
計画にならって，本部で機能できない部分を補ない，また地方独特のものも加えて実施されて
いる。 地方の中でも北海道支部は会員数も多く，優れた事業推進がなされていると全国的に評
価が高い。教育計画も過密状態といわれるほどに年間全く絶えなく実施され，教育委員の活動
はめざましい。
一方，施設内での教育研修も，総婦長の看護管理業務の中の重要な部分として位置づけられ
るようになり，教育委員会を設け，教育担当婦長を定めて，計画，実践が進められるようになっ
た。このことは，看護学生の実習を引き受けている病院では，指導に当たるための必須条件で
もあったのである。当学養護教諭コースの2年生は，全道19ヶ所の病院で臨床実習を行なって
いるが，それらの病院の大方は附属の看護学校を持っているところであり，学校を持たない病
院であっても，外部からの看護学生の実習を引き受けている病院ばかりである。 したがって，
当学の学生受け入れについてもよく配慮された実習が毎年行なわれてきている。昭和46年の第
1回の実習生から50年までは，私は，当学学生の実習を受け入れる立場にあった。
道内では，江別の市立病院看護部はかなり早い時期から院内教育を始めている。 40年に入っ
た頃はすでに軌道に乗せていた。「採用時教育」 「継続教育 （週l回の研修会と各科別研究会）」
「幹部教育」「特別教育」等，それぞれの担当者は大変な苦労であったに違いない。私もまた
一生懸命であった。会議や委員会も多かった。 「婦長会」 「主任会」「助手会」「教育委員会J「看
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護手順委員会j「臨床指導要項委員会」「臨床指導者会」 「看護部報委員会」等，総婦長主催の
もの以外のものでもできるだけ出席するよう努力した。
こう した研修会や教育の中で，時に外部の講師を招いて新鮮味を持たせることも必要であっ
た。看護婦からそんな要望が出て，具体的に講師名があがってくることもあった。
北海道看護界のこんな全般的状況の中で，看護協会北海道支部に対して，地区支部研修会と
病院独自からの講師依頼が非常に多くくるようになってきた。
支部の教育担当をしていた私は，支部研修，地区研修の他に各施設の講演依頼にも出かける
ことが多くなり，40年後半から50年の前半にかけて，かなり多忙であった。はじめの頃には，
与えられるテーマは，「看護の本質」「看護を考える」等と，看護の原点にたっての姿勢をつく
ることからまず始めようと，各施設の総婦長の方々は考えられたようであった。それが一段落
して，職業人（専門職）としてのあり方， また組織の中での活動の仕方等に関する傾向となっ
てきた。 「メンバーシッフJというテー マで，それらの内容を持った話をしてきているが，こ
のテー マはもう10年をこえる。支部教育計画の中にとりいれられた最初のときから担当してい
る。看護学校からの依頼の大方は，卒業前，戴帽式，学院祭等の記念講演であるが，「私の看
護観」とか「私の看護人生」等のテーマで，私自身の学んだ看護やはげしく生きてきた看護人
生を話すことで， 学生達が看護の厳しさとその豊かさ，そしてそれは自分の人生を高く価値づ
ける，確かな選択であったことの確認をしてくれることを学院の先生方は願ったのであろうと
思っている。
こうした看護界あげての学習意欲と平行して， 会員の専門職確立への熱望はいやまして， 社
会へ向けての高らかな主張ともなった。
47年の秋には，札幌で2つの全国看護学会がもたれた （小児看護学会，看護教育管理学会）。
厚生年金会館での看護教育管理学会には，メインテーマとなった 「専門職，そこに求められる
もの」について，私も講演の機会が与えられ，内蔵していた考えを全国の会員と社会に発表す
ることカfできた。
47年度からは北海道地区評議員として本会の役員ともなり，またそれより先に43年からは全
国自治体病院総婦長部会の北海道支部長など，全国的な活動にも参加しながら，この40年代は
看護界の大きな飛躍の時代であったとともに，私の永い看護人生のなかでもまた，最も充実し
た時代であったということができる。
④ 50年代は，40年代の日本看護協会の基本姿勢をそのままにおし進めながら，その具体的
活動 ・運動の中に，より一歩進めた様相をみせてきた。
保健医療をめぐる環境は大きく変化をみせて，第1には人口の高齢化の益々発展していく状
況があげられ，第2に疾病構造の変化 （死因の7割を成人病が占めている），第3に生命倫理
や人間の死生観にかかわる問題， 第4に国民の健康意識と保健医療ニーズの増大と多様化， 第
5に家族の機能の変化等があげられる。このような状況の中で，保健医療の在り方も変化が求
められることは当然のことといわなければならない。保健医療の大きな役割を担う看護活動は，
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一方では専門化の方向が求められながらも，より包括的でダイナミ ックなサービスが益々求め
られてきている。訪問看護の制度化は漸く緒についたばかりであるが，施設内看護から施設外
看護へのニーズが高まってきている。ホスピスは，Cure （治療）ではなく，Care （看護）
であるとの認識はすでに一般的である。看護場面の拡大と，それに求められる看護の資質が問
われる時代となってきたのである。そして，またこれからの看護を考え進めようとするとき，
我が国の医療の特性を考慮しながらも，さ らに世界的な看護の潮流をも参考にしていくことも
必要であることは当然であろう。
52年5月には，「国際看護婦協会大会」（ ICN）が武道館で開催され，世界79ヶ国から4,200
余人，国内から8,200余人が参加。「看護の限りない可能性を求めて」をメ インテ マーとして，
国際的な研究と交流が深められたが，この ICN大会を通して世界各国の看護の流れを肌に学
び得たと同時に，高い水準を保つ日本の看護の確認の機会ともなったと思う。
52年6月には ILO総会で，「看護職員の雇用および労働と生活の条件に関する条約Jと 「同
勧告」等，4つの国際文書が採択された。これは特に看護職員のための国際基準を設けて完全
に適用されるよう総会決議をもって ILO加盟国に要請したものである。この ILO看護職員条
約，勧告は看護職員をとりまく諸条件の改善を目ざしているもので，改善を必要とする根拠と
して，①国民の健康と福祉の向上に，看護職員の果たす役割が極めて重要であること，②有資
格者職員の不足と，現在の職員が必らずしも有効に活用されていないという現状があること，
G②のことが，効果的な保健医療活動の障害になっていることをあげている。日本看護協会で
はその国際文書をただちに翻訳，小冊子にして， 全会員に配付し， これからの活動への協力を
求めた。 即ち，この条約，勧告の批准と圏内法の整備等，国へ向けての運動を早速に開始し，
今も続けてきているのである。各支部ではそれぞれに勉強会などして，内容の理解と運動の進
め方など検討ている。加盟国の中ではすでに批准した数ヶ国があるが，日本の場合は極めて厳
しい状況にあると聞く。一挙に批准は不可能でも徐々に進めていって，批准し易い状況にもっ
ていくことも一つの方法との考え方で努力している。
この年はまた日本の看護界に，フライマリ・ヘルス ・ケアの声が高まり始めた時でもある。
その後北海道では，医師会でも看護関係の研修会でも，度々講師を招いて勉強をしてきたが，
今年は札幌でこれをテーマに全国学会が聞かれている。
いよいよ，質の高い看護力の求められる，このような状況の中で56年に1つの高等看護学院
が失なわれた。市立江別高等看護学院が閉鎖されたのである。市議会の議決によるものと聞く。
先にも記したように，この学院は，北海道で最初の進学コースであったので，北海道の看護界
にとっては極めて残念なことであったし，またこの江別市， そして病院にとっては殊更に大き
な損失でなかったかと思われる。地方の小さな学院ではあっても，常に看護への高い理想を掲
げて，優れた卒業生を，その母体病院と道内各地に送り続けていたのに。私は，この学院への
限りない惜別の思いを込めて，次の一文を記念誌に寄せた。
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「看護教育jの穫が，江別の地にまかれたのは， 30年4月のことであった。その頃の江別は
ほこりの舞う町であった。病院の一隅を空けて開設された「盆看護婦養成所」と最初から関わ
り合うことになった私には，つい先ごろのようにも思え，併しこう して数字を出してみると，
やはり遠い昔のことになる。それは丁度，戦後ものみな新しく生れかわった日本の国の中で看
護もまた，職業的自立への目覚めをはじめていた時でもあったのである。GHQの指令によっ
て高等看護教育の拡充が計られ，それと並行して准看護婦養成はすでに26年から全国的に進め
られていた。国立関係から先ず始められており，地方自治体の当時の認識の中では，養成所設
置ということはかなり大変なことでなかったかと今更に思われるのである。
中卒の優れた資質をもった少女達の 「教育の場」となった病院は，その責務と誇りを皆が感
じて生徒達の育成に一生懸命であった。物の乏しさは熱意と愛情でこれを補って余りあるもの
であったし，彼女達もまた，不便をしのびながら明るく真しに学び， たのもしい成長ぶりを見
せてくれた。2期生を迎えると，愈々病院内での教育は困難な状態となり，どうしても独立し
た校舎が望まれるようになって来ていた。
一方，このころは国公立の病院の基準看護採用の関係から，正看護婦の需要の高まりと， 准
看護婦の進学への意欲に応えるべく，高等看護学院 （進学コース）設置推進への志向が道め行
政の中で進みつつあったのである。そして道は，北海道で最初の進学コー スを開設するにふさ
わしい施設として，江別に度々の打診を試み，ついには強い要望となって来ていたのであった。
校舎を考える過程で，当然のことにこのことの決断も迫られることになったわけで，議会では
はげしい論議も交わされたと聞いている。結論としては，新しい時代が求める高い水準の看護
の確保のために，という将来の展望に立つての学院の設置と校舎の建築が決断されたわけで
あった。33年9月開校（当時は進学コースは9月入学であった）のための準備を進めながらも
養成所の業務には一層心を込めた毎日であったと思う。 l期生は教室や寮が病院の都合で度々
替わるなかでもたくましく卒業の日を迎え，知事試験も全員合格して准看護婦として社会に巣
立って行き， おとなしい2期生も上級生となってよくその役割を果たしてくれた。3期生は3
人の男子（高卒）を含む共学で，両性のかもし出す自然のはなやぎと活気が感ぜられたユニー
クなクラスであった。「すずらん（文集）」を出したり，庭をおこして草花を植えてくれたり，
その優しい情景が思いおこされる。
33年2月，新校舎は完成，養成所の 2, 3期生は学び舎も寮もここに移して幸せであった。
33年9月愈々 「市立江別高等看護学院」を開校。1期生9名を迎えての業務の開始であったが，
私は養成所，学院を兼務しながら，この移行時期を忙しく過ごしたことも今はなつかしい。34
年3月には最後の准看生を送り出した日の切なく淋しかったことも忘れられない。
さて，高等看護学院9名の学生にとってはきびしい修学と努力の日々であった。ようやく 2
期生を迎えてともに力を合わせながらも，その肩に負わされた新しい学院の歴史の創造は苦悩
にみちたものであったに違いない。そしてそれがこの学院に学んだ意味と価値を知ることに
なったであろうと信じている。 3期生，4期生， 5期生……と，学生達はよきものを受けつぎ
21 
残すことをしつづけてきた。卒業生は各地に散り，社会のニーズに応えて活躍している。教師
達は二度，三度と変わりながらも変わらぬ何かを，その年々の卒業生に与えて，今21回生の巣
立ちが終ったばかりである。 それが伝統ある学院と評価されてきたこの学院の終えんの日で
あったことを悲しまずに居られない。只ひたすらに生きてきた学院。生徒にも学生達にもそし
て私達にも多くの感動と，看護への夢を与えてくれた学院。
せめて皆の心の中に， 「ぼだい樹」としていつまでも止ってほしい。
一一学院閉校の日に一一
E ま と め
私は先に，戦後10年毎の看護界の変化について， 50年代までの位置づけを したが， もう60年
代を迎えてしまった。早いものである。 いうなれば60年代は， 21世紀へ向けての取り組みの時
代である。 このように私は位置づけることにする。「人々の本質的機能回復への援助の時代」（自
ら獲得する幸せのために）と。
さて，この60年代は，人々は看護に何を期待し，何を求めていくのであろうか。その対応へ
の準備は整っているのか。看護界に於ける大きなテーマである。これからの看護を，確かな視
点でとらえていくことが大切で、あろう。
以前，私は市立江別総合病院看護部報に，「これからの看護jについての小さな文章を送っ
たが，それを再びここにのせて，今まで述べてきたことの総括の意味をもたせてしめくくりた
いと思う。
これからの看護に求められるもの一一調和と統合への英知一一
その時代の思想は， その時代を生きることへの価値基準に強い影響を与えていることは当然
であり， 又一方，人々の職業や生活での価値判断の中から，その時代の思想はつくられていく
ものであろうと思われる。人々 はこのようにして社会の中で影響をうけ，そして自らの影響を
他に及ぼすことによって，「人が人として生きた」ことの意味をもち， それが時代の変遷と発
展に関わった 「証」であるということができるのであります。
日本の看護もまた， その折々 の幾多の影響を受け，そして社会や人々に影響を及ぼしつつ，
その時代時代に息づき成長し，歴史の中を歩んでまいりま した。私共同世代の者にとって，今
なお思いあらたな出来事は，日本そのものの在り方と，国民全ての生き方を一変させた第二次
世界大戦の終結であります。それは，敗戦国日本に対する戦勝国アメリカ連合軍の占領政策に
よってであります。
与えられ，従う ことを良しとした依存的生き方から，主体的希求へと変容してゆく人 の々「め
ざめ」は，又 「看護のめざめのとき」ともなったのであります。
戦後の日本再生の軌道は先ず経済復興への追求であったわけですが，それは物質文化の発展
と科学思想をおし進めて，社会や人々の生き方や価値観を大きく変化させていくことになりま
22 務藤：日本に於ける看護の推移について
した。技術の開発と機械によるさまざまな分野のめざましい進歩の中での「看護のめざめ」と
はなにか，それは，「問題意識」に向つての「開眼jであったと思います。「看護の基本的問題」
とはなにか，そこからの出発でありました。そうした漸く見開かれた目でとらえ得た， 2つの
問題。それは「実践」と 「教育」であり，そしてそれらが，その時代に対応できるための「科
学性」の必要でありました。つまり看護が科学的実践であるためには，その実践者に求められ
る「資質」の問題と，その資質の育成にかかわる 「教育」という根源的問題が提起されること
になったのであります。それまでの徒弟的養成から，看護専門職育成のための高等教育への移
行について，科学として看護を学ぶことを目したことは当然であり，それが今日の看護をなし
f専た，ということができると思います。
いうまでもなく 「科学的」とは，常に問題意識を予測することにあると思うものであります
が，そのことは即ち自主自立を意味するものでもあります。自らが今日的問題の認識と，将来
へ向けての展望を持つことに於いて，科学としての専門職性とその確立があるということであ
ります。併し，又，科学における 「問題意識」については，より重要な側面のあることを認識
しなければなりません。それは，「何を」問題として認識するか，そして 「何時」それを問題
として認識するか，ということであります。そのことは，実践の価値に影響を及ぼす，実践者
の良心と責任を問われる，重大な「選択」であります。
科学は分化することによって発展していくものであるといわれます。分化とは，社会や人々
のニー ズへのより細やかなる対応であると同時に，人々の創造性と可能性の開発を促して，科
学は益々広がりを進めて行くのでありましょう。
人間の英知は， 2つの方向に文化を進めながら， この大いなる現代をっくりあげてまいりま
した。「精神文化」と「物質文化jによってであります。社会や人々の欲求に対応させながが，
それは社会に生きる人々の究極の目的である「幸せの追求」に向つての道であったわけであり
ます。併し，時代は環境をかえ，人々の価値観をもかえ，そして欲求もまたかわることは当然
のことといわなければなりません。
もともと，人の幸福とは 「安定Jを意味します。精神的，肉体的，社会的，安定こそが社会
と人々にもたらされる 「文化の恩恵」であらねばならないはずであり，そして，文化のその本
質的役割こそが，実は今日の切なる欲求であることを思うものであります。又，安定とは調和
を意味します。そしてそれは， 「バランスの原則」によって支えられていくものと思われます。
今，人々はその生活を幾重にもとりまく文化の中に在って，自らの安定を守るための混乱を
余儀なくされているのかも知れません。そして，人々は分断された，或いは不調和な文化にな
じまないことを知り， それらを排除して自己と調和する分化を得るための「選択と行動のとき」
であることを主張し始めたのであります。こう した人々 の希求への対応のためには， より進ん
だ科学の方向が望まれるのでありますが，それは， 「トータルな人間」と 「トータルな文化」
の関係であらねばならない，ということでありましょう。分化されてきたもの，秩序ある配列
や調整であり，均衡と調和のとれた文化の恩恵であらねばならないということであります。人
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はみな，自分を何ものにもかえがたい自身の人格として社会のすべてにかかわることを望んで
いるからであります。そうした中で，人の幸福と生命の尊重は守られていく ものと思います。
そうして，医療，看護に於いては，このことは特に重大な問題であることを，私共は認識すべ
きであります。
今，世界の医療，看護界が共に手を組んで進めている 「PH. C. (Primary E巴althcareプ
ライマリー ヘルス ケア）」の運動は， 21世紀までに人類全てに対して保健医療の均衡をは
かろうとするものであります。人の幸せの根源である「健康」にかかわる問題を誰もが平等に，
公平に処理できるように，そしてそれが，人の生涯を通してのトータルなかかわりによって得
られるように，という「保健医療の理想」をめざしての遠大な取り組みであります。
又，アメリカの看護界では「看護の見直し」を 「実践と教育，研究」 に於いての「「ユニフィ
ケーショ ン （統合）」の試みのなかから始めようとしております。そしてそれは高く評価され
つつあると聞きます。いずれも，分化された科学の反省であり，更に進んだ科学への追求であ
ります。
今，日本の看護が，その本質を見失なわないために，看護界の英知を結集して「調和と統合」
への選択と実践のときであることを切に思うものであります。
U おわりに
今年度の研究紀要を私の退職記念号としていただいたことに大変恐縮している。この折角の
ご配意に報い得るほどの力 （内容，表現共に）のないことを極めて残念に思いつつ，このささ
やかな拙文をもって，その責を果たさせていただくことをお許しいただきたい。
市立江別総合病院退職後，再びこの職場が与えられたことは私にとって望外の幸せであり，
感謝であった。この大学のすべての方々の愛と優しさに支えられて，ようやく今日を迎えられ
たことを，今また新たなる思いで感謝しつつ筆をおく。
?
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